
第7回 Keplerの法則

1. 軌道の法則：惑星は太陽を 1つの焦点とする楕円軌道を描く

2. 面積の法則：惑星は面積速度が一定となる速さで運動する

3. 周期の法則：惑星の公転周期の 2乗は楕円軌道の長半径の 3乗に比例する

換算質量

mp :惑星の質量
ms :太陽の質量
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≈ mp (mp ≪ ms)

相対位置
r = rp − rs

相対運動の方程式
µr̈ = F (r) = −G
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(r2ϕ̇) = 0

L = mr2ϕ̇ =一定


